
順天堂大学医学部附属

練馬病院



病院 概要

●平成17年（2005年）7月1日開設

①救急指定病院 ②災害拠点病院 ③東京都がん診療連携拠点病院

④地域医療支援病院 ⑤区西北部地域救急医療センター

⑥地域周産期母子医療センター ⑦東京都感染症診療協力医療機関

⑧臨床研修指定病院 ⑨エイズ治療拠点病院 ⑩養育医療機関

⑪新型コロナウイルス感染症重点医療機関 ⑫がん専門薬剤師研修施設（連携施設）

⑬医療薬学会専門薬剤師研修施設（連携施設）

●490床（ICU・CCU、NICU・GCU、無菌病室を含む）31診療科

●平均外来患者数 1,236名/日、平均病床利用率 85.1％

 救急車受け入れ数 約8,000台/年、救急応需率 94.20％

●外来化学療法室ベッド数 21床



薬剤科 概要

●薬剤師 職員29名＋レジデント1名＋パート5名

●入院処方 約10,000枚/月

●入院注射取り揃え 約21,800件/月

●抗がん剤注射取り揃え 約2,810/月

●TPN調製 約140件/月

●服薬指導件数 約650件/月

●処方箋発行枚数

 院内処方 約1,250枚/月

 院外処方 約12,300枚/月 院外処方発行率 90.8％



本日の内容

Ⅰ 薬局からの情報の取り扱い
・ 疑義照会
・ トレーシングレポート

Ⅱ 入退院時の連携（退院時の情報提供）

Ⅲ 外来がん化学療法（連携充実加算）

Ⅳ 選定療養に関する取り組み（電子カルテの変更点）
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疑義照会

薬局から当院の薬剤科宛てにFAX
（処方箋コピー,疑義照会内容,連絡先）

薬剤科から
処方医師に照会

薬剤科から薬局へ
TELで結果報告



2024年4月～

【目的】
プロトコルに基づく薬物治療管理の一環として、調剤上の典型的な変更に伴う
問い合わせを減らし、患者様への薬学的ケアの充実および処方医師の負担軽減を図るため

院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコルの運用

＜院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル事例＞

① 同一成分の銘柄変更

同一主成分が含有されている全ての銘柄間の変更調剤を可能とする。

【先発品 ⇔ 先発品】例:ボナロン錠35mg → フォサマック錠35mg

【後発品⇔後発品】変更調剤後の薬剤料が変更前より超える場合

② 同一成分の剤形変更

医薬品の安全性ならびに患者の利便性に限定して、薬剤師が判断し必要と

認めたものに限り、剤形の変更調剤を可能とする。

※内服薬

例:ブロチゾラム錠0.25mg「ヨシトミ」 →ブロチゾラムOD錠0.25mg「サワイ」



院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコルの運用

当院薬剤科から「院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル」の趣旨や各項目の

詳細についての説明を受けた上で、合意書を交わすことを必須条件としています。

【お問い合わせ窓口】

医薬品情報室

E-Mail： di-yakuzai@juntendo-nerima.jp

ご希望する場合には、下記窓口までメールでお問い合わせください

詳細は当院のHP（薬剤科）をご参照ください



トレーシングレポート

薬局から当院の薬剤科宛てにFAX

電子カルテ取り込み
医師が確認

薬局へ必要時報告

＊レポート内容が緊急性のある場合は
 直接医師にTEL
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薬剤管理サマリ

Ｂ０１４ 退院時薬剤情報管理指導料

２ 保険医療機関が、入院前の内服薬の変更をした
患者又は服用を中止した患者について、保険薬局に
対して、当該患者又はその家族等の同意を得て、 
その理由や変更又は中止後の当該患者の状況を
文書により提供した場合に、退院時薬剤情報連携
加算として、60点を所定点数に加算する。

患者様の退院時に、
薬剤管理サマリ（入院前後の薬剤変更
や中止などを記載）を交付

＊当院では交付は任意
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連携充実加算の算定

●運用：2022年12月～

●対象：外来化学療法室で治療を受ける患者

●算定患者への交付物

 お薬手帳（レジメン内容記載）シール

外来化学療法に関する情報提供書

●当院HP（薬剤科）に取扱いレジメン一覧あり



診療科 11月 12月 1月

乳腺外科 153 128 158

消化器内科 131 129 131

血液内科 113 112 122

総合外科 73 75 83

呼吸器内科 50 50 55

泌尿器科 47 35 37

産科・婦人科 39 42 32

その他 22 25 23

直近の外来化学療法実施患者数（診療科ごと）

●2024年11月～2025年1月31日 集計

◆乳腺 乳癌レジメン

◆消化器/総合外科 肝・胆・膵、大腸・胃癌レジメン

◆血液内科 悪性リンパ腫、多発性骨髄腫レジメン



外来化学療法に関する情報提供書

新規・変更 

副作用：Grade評価

継続 



外来化学療法に関する情報提供書 例



外来化学療法に関する情報提供書 例

薬局から当院へのフィードバックは
トレーシングレポートにてお願いいたします
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院外処方せんにおける対応

長期収載品を処方した際、
処方理由を選択できるタブを作成

実際の処方せんには、
医療上必要 or 患者希望

と記載される

※記載がない場合、
 薬局での判断が必要となります





一般名処方 医薬品マスタの作成

【般】アムロジピン口腔内崩壊錠2.5mg
【般】アムロジピン口腔内崩壊錠5mg
【般】アスピリン腸溶錠100mg
【般】酸化マグネシウム錠250mg
【般】酸化マグネシウム錠330mg
【般】ロキソプロフェンNa錠60mg
【般】ランソプラゾール口腔内崩壊錠15mg
【般】ランソプラゾール口腔内崩壊錠30mg
【般】アセトアミノフェン錠500mg
【般】ロスバスタチン口腔内崩壊錠2.5mg
【般】レパグリニド錠0.25mg

作成済みマスタ 一部抜粋

院外処方頻度の多い薬品メインに
医薬品マスタを作成（現在進行中）



ご清聴ありがとうございました!!
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